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研究成果の概要（和文）：緑道（自転車・歩行者専用路）の計画方法を検討する目的で研究を行った。日本・欧
州・アジア諸国で緑道整備事例を収集・分析した。欧州諸国では、自転車・歩行者専用路の系統的整備が進めら
れ、生態的回廊と緑道を重ねている事例も多く見られた。国内では、緑道は大都市に偏在し、中小都市や農村部
では整備が進んでいなかった。国内で系統的整備が行われていたのはニュータウン及び湾岸住宅地のみであっ
た。既成市街地では主に河川敷、河川埋立地、鉄道跡地に整備されていた。幅員構成は、通行帯は最大で10m程
度であり、総幅員が広くなるほど緑地帯の幅員が広くとられていた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to discuss on planning methods of greenways(cycle and 
pedestrian ways). Cases of greenways in Japan, European and Asian countries were collected and 
analyzed. In Europe, cycle and pedestrian ways were systematically planned and constracted. Also, 
function of ecorogical corridors were overlapped on greenways in many cases. Greenways are 
maldistributed in big cites and less constracted in small local taowns and rural areas. Greenways 
were constracted systematically only in new towns and bayside residents in Japan. Greenways are 
constracted along river beds, river banks and disused railroads in city areas.Horizontally,maximum 
width of passage band was about10m and wider greenways have wider green belts.        

研究分野：生態工学

キーワード： 緑道　計画　グリーンインフラストラクチャー　低環境負荷型交通網　生態的回廊　安全な交通路　災
害時の避難路　健康レクリエーション
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１．研究開始当初の背景 
緑道とは？ 
緑道(りょくどう)はひとことで言えば「歩
行者と自転車が安全に通行できる緑の多い
道」で、英語では greenwayと呼ばれる。都
市計画の研究者である Ahern（1996）は、
greenway を「生態系の保全・レクリエーシ
ョン利用・文化的価値の保全・視覚的景観の
保全などを含む多目的のために、計画・設
計・管理された土地のネットワ－クで持続可
能な土地利用という概念に合致するもの」と
定義している 1)。緑道は、たんに歩行者と自
転車が安全に通行できるだけでなく、広く環
境に関する多くの機能が期待される社会資
本である。 
近年、欧米各国では、過度の自動車依存か
ら脱却し、環境共生型社会を実現するための
グリーンインフラとして緑道が明確に位置
づけられ、着々と整備が進められている。一
方、我が国にも緑道は存在するものの、そう
した明確な社会的位置付けは成されておら
ず、整備も小規模なものに留まっている。 
 
２．研究の目的 
本研究ではまず、緑道の諸機能を整理した
上で、海外先進事例を踏まえつつ、我が国で
緑道網を整備する上の方向を示したい。 
 
３．研究の方法 
緑道の機能 
 緑道の最大の特長は、１つの道が多くの機
能を併せ持つことにある 2)。緑道は通行帯と
緑地帯から構成される帯状の施設であり、緑
道の諸機能はこの２つの帯によって発揮さ
れる（図１）。 
緑道の機能は以下のように整理できる。各
機能が発揮されるとともに、より多くの機能
が複合的に発揮できる計画・設計が求められ
る。ここでは、実例を交えながら各機能につ
いて述べる。 
（１）低環境負荷型交通網 
自転車や歩行による移動を円滑化して自 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

動車への依存割合を減らすことにより、温室
効果ガスの排出抑制等を図り、低炭素社会を
実現する機能である。欧州の多くの都市では、
自転車を都市内あるいは都市と近郊の間の
主要な交通手段とする都市交通政策がとら
れ、都市交通に占める自転車の割合が数値目
標として示されている。自転車への優遇措置
は、自転車道網の整備に留まらず、自転車専
用信号の設置、多数・多地点での貸自転車拠
点整備、鉄道・船への自転車持ち込みを可と
することなど、総合的な交通政策として推進
されている。 
コペンハーゲンは世界でもっとも自転車
交通を重視した都市として知られている。同
市の緑道は 2 タイプに大別される。一つは
Super Cycle Highway（SCH：スーパーサイク
ルハイウエイ）とよばれるもので、一般道路
の一部として整備されている。これは車道と
歩道の間に設けられた自転車専用の通行帯
である。SCH は 26 路線、総延長 300km が計画
されて、コペンハーゲン市域の 22 自治体が
参加している。もう一つは、グリーンルート
（Green Route）とよばれる一般道路とは別
系統として整備された自転車・歩行者専用路
である。これはレクリエーション利用と通
勤・通学などの機能的利用の両方に対応した
もので、スポーツ 施設、各種レクリエーシ
ョン施設などを有する公園緑地を貫くよう
に配置されている（写真 1）。110km の計画路
線のうち、 2013 年現在で 42km が整備済であ
る。コペンハーゲンにおける人の交通に占め
る自転車の割合は 2011 年時点において 36%
を占め、自動車の 29％を凌いで通勤・通学
上の最重要移動手段になった。コペンハーゲ
ンの野心的目標は、2025 年までに完全な炭素
中立都市（carbon neutral city）となるこ
とである。「自転車都市」化はそのためにも
欠かせない政策である 3)。 
鉄道と自転車の組み合わせも、低環境負荷
型交通網の整備には欠かせない。デンマーク
3)、オランダ 4)、ドイツ、フランス 5)では、折
りたたまない形での自転車の車内持ち込み
は普通に可能であり、それが自動車交通の低
減に寄与している。 
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図１ 緑道の機能 

写 真 １  コ ペ ン ハ ー ゲ ン 市 郊 外 の
Norrebrougade and Route。鉄道敷地を利用
したグリーンルート（Green Route）の１つ
で 、 多 く の 公 園 緑 地 を 結 ん で い る
（Copenhagen, Denmark） 



（２）生態的回廊 
これは、緑道の緑地帯によって発揮される
機能で、緑地帯が生物の生息地や移動路とな
る。緑地帯の形態は、高木が列植された並木、
樹林帯、草地、河川などの流水または池など
の止水の水辺などさまざまである。当然、緑
道全体の幅員が広くなるほど緑地帯にさま
ざまな異なる形態の植生を並行して設ける
ことが可能になり、生態的回廊としての機能
も高まる。歴史的には、greenway は北米で、
ecological networkは欧州で発祥したとされ
る 1)が、現在の状況を見ると広幅員緑道はほ
とんど例外なく生態系ネットワークの一部
を形成する回廊となっている。 
オランダは国土生態系ネットワーク（NEN: 
National Ecological Network）で知られる。
1990 年に立案された NEN は 2020 年を目標年
に既存緑地等の保全と自然再生の組合せに
より整備され、その総面積は約 70 万ヘクタ
ールに上る 6),7)。オランダでは全国を網羅す
る緑道網（歩行者・自転車専用路網）も整備
され、生態系ネットワークのコアエリアや生
態的回廊には、緑道網が重ねられるように整
備されている 8)。 
シンガポールのサザンリッジ（Southern 
Ridge）は、いくつかの公園緑地、都市林を
結ぶ延長約 9km の緑道で、とりわけ自然保護
地となっている熱帯雨林の樹冠部を通る長
大な歩行者専用回廊 Forest Walk が特徴的で
ある。熱帯雨林内に歩行空間を連続的に整備
することにより緑道と生態的回廊を一体化
させた事例と言える 9)。 
（３）安全な交通路 
これは、交通事故が極めて起きにくい、安
全性の高い歩行者・自転車路としての機能で
あり、歩行者・自転車と自動車の通行帯を物
理的に分離することによって確保される。緑
道には、一般道路を完全な別系統で整備する
形態と、一般道路と並行しつつも緑道をでき
るだけ車道から分離して整備する形態が見
られる。また、緑道内での歩行者対自転車事
故を防ぐために、歩行者と自転車の分離を図
るもの多い（国土交通省・警察庁 2012）10)。 
オランダの緑道網は、しばしば車道と全く独
立した系統で整備されており、車道との交差
地点には大規模な立体交差施設が設けられ
ている場合がある。また、高速（30km/h）で
の自転車通行に対応した路線もあり、都市間
通勤・通学にも対応した施設であるが、この
場合には自転車専用路とされている 4)。 
（４）避難路・防火帯としての機能 
とくに日本の都市では重要と考えられる
機能で、大地震とそれに伴って発生する大火
災の際に、緑道が徒歩による避難路として機
能するとともに、火災延焼を防ぐ防火帯とな
ることが期待される。こうした機能が発揮さ
れるためには、緑道が都心部から郊外へ連続
的かつ放射状に設けられること、数メートル
以上の通行帯幅員が確保されていること、緑
地帯に高生垣状の防火植栽が設けられてい

ることが必要条件である。 
（５）健康的なレクリエ－ションの場として
の機能 
連続して長距離を、散歩、ジョギングある
いはサイクリングできる機会を増やすこと
は市民の健康増進につながる。緑道に期待さ
れる機能として、世界中に共通しており、舗
装などに走行距離がわかる表示がされてい
たり、運動器具が備え付けられていたりする
ことが多い。 
（６）地域活性化機能 
徒歩や自転車でゆっくり買い物のできる
街づくりや路上での立ち話や道草による住
民間の意思疎通の機会の増大が地域の活性
化に結び付く。中心市街地に買い物客を呼び
戻すことは日本中の地方都市の課題である。
欧州でも同様であったが、今日欧州各都市で
共通して見られるのは、旧市街地等の中心部
から自動車交通を締め出すことによって街
に賑わいを取り戻した政策である。しかし、
そのためには、フランスのストラスブールに
見られるような都心部への到達手段として
の路面電車の再導入や郊外から都心部への
自転車道の整備などの組み合わせが欠かせ
ない 11)。 
 
４．研究成果 
緑道の幅員構成 
日本国内及び欧州において、20 路線以上の
緑道を踏査し、実測にもとづいて、その幅員
構成を図化した。 
表１に踏査した緑道の幅員構成等を示し
た。緑道の総幅員は、2m～30m 程度と路線に
より大きな違いが見られた。通行帯は最狭
1.9m、最広 8.2m、平均 4.6m、緑地帯は最狭
0m、最広 27.9m、平均 11.6m で、緑地帯の方
がより幅員が変化に富んでいた。通常、通行
帯は 3.5m 以上で機能するので、総幅員が広
くなるほど緑地帯が広くとられている傾向
（相関係数 0.775）があった。防災（防火帯・
避難路）、都市気候緩和、生態的回廊等の諸
機能を発揮できる緑道となる可能性は、緑地
帯の幅員が広いほど高まると考えられる。そ
のため、この結果から、緑地帯の幅員に応じ
て、期待する機能と横断面形態を対応させる
設計について考えていく必要があると考え
られた 12)。 
 
日本の緑道の現況と整備の方向性 
 日本の緑道の現況は以下のようである。第
1 に、計画的に整備された緑道網は、郊外の
ニュータウンや大都市湾岸の埋立て型住宅
地にはあるものの、日本の都市全体から見る
とごく一部に過ぎない 2),13),14)。第 2に、既成
市街地における緑道は、河川沿い、河川埋立
地、廃鉄道敷地に整備されているが極めて限
定的である 15),16)。また、緑道の車道による分
断が著しく円滑な交通が難しい上に、交差点
での交通事故発生の可能性がある。幅員が狭
いために生態的回廊としての機能を果たさ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ないものが多い。第 3に、緑道に関する統一
的な法令がない。都市公園としての緑道は
「細長い公園」であり、交通路としての機能
が不十分なものが多く、道路法にもとづく自
転車専用路、歩行者専用路、歩行者自転車専
用路は、整備事例が少ない。第 4に、都市間
を結ぶ広域的緑道はほとんどない。 
 緑道の整備・充実は日本が本格的に環境立
国化していく上で、重要な役割を担うものと
考えられる。海外等の先進事例と日本の現状
を比較・検討すると、緑道整備のあり方を以
下のように整理できる。 
第 1は、緑道のグリーンインフラとしての
社会的・法的な位置づけの明確化である。と
くに法令の充実は重要であり、例えば、新た
に「緑道法」を制定して設置基準を定めると
ともに、国土形成計画法、都市計画法、道路
法、河川法、都市公園法などの関連法令を一
斉に改正して、公共事業の主体の如何にかか
わらず緑道が統一的にかつ空間的に連携し
て整備できる法的環境を整えるといった案
が考えられる。また、それに伴う整備のため
の予算的裏付けも求められる。 
第 2は、計画的整備である。これまでの「で
きるところにつくる」から「必要なところに
つくる」に方針を大転換して、既成市街地に
も緑道を計画的に整備すべきである。その際、
大都市圏ではとくに、地震防災の主要施設と
して位置づけ、避難路・防火帯機能と通勤・
通学路網の形成を図る必要がある。いま直ぐ
に整備ができない場合でも、事前復興計画に
緑道網計画を入れ、火事の延焼や帰宅困難者
の発生を抑制できる街づくりを目指す。また、
地方都市では過度な自動車交通への依存か
ら脱却するように、市内及び市内と近郊を結
ぶ緑道網の整備を図り、鉄道利用との連携政
策も導入すべきである。 
第 3は、計画手法の確立である。緑道計画
とは、緑道網の平面的な配置を検討して決定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
することである。都市内では緑道が相互に結
ぶべき施設として、住宅街、学校、駅、公園、
各種の公共施設、商店街などがある。また、
通勤や通学のためには都心部と郊外を結ぶ
緑道が必要である。都市相互や都市と自然地
域を結ぶためには広域緑道を設ける。緑道計
画は、他の交通インフラとの連携も考慮しな
ければならない。鉄道、バス、路面電車など
の公共交通機関との乗り継ぎや、鉄道への自
転車の乗り込みを可能にするなどして緑道
の利便性を高める工夫が求められる。 
 第 4は、緑道の設計基準づくりである。こ
れまで緑道には特別な設計基準はなく、総幅
員、通行帯及び緑地帯の幅員、舗装断面、安
全施設、標識類、照明、植栽などは個々の設
計者に任されてきた。その結果、意匠として
個性的ではあるが機能面の性能保証がない
緑道が多数つくられることになった。グリー
ンインフラとして緑道にとっては、性能規定
が何よりも重要であり、そのためには期待さ
れる機能を保証する標準的な設計基準を設
けなければならない。それにより、整備主体
や設計者が異なってもほぼ同じ基準での整
備が可能になる。 
第 5は、モデル事業の推進である。日本に
は既成市街地における緑道整備の優良事例
が非常に少ないため、一般の人々の緑道に対
する認識は低い。緑道の社会認識を高めると
ともに、技術面での普及を図るためにはモデ
ル事業を実施して、よい緑道を可視化するこ
とが効果的だと考えられる。 
第 6は、専門教育の充実である。日本では、
土木工学、都市計画、造園などの関連分野で
も緑道に関する専門的な教育はほとんど行
われていない。今後は、専門高等教育（大学、
高等専門学校）等において緑道の専門教育を
取り入れ、また、インフラ整備に関わる国や
地方自治体、コンサルタント、施工会社の職
員を対象とした講習会などの再教育の充実

自転車 歩行者 小計

東京都品川区 京浜運河緑道公園 埋立地 － － 2.0 16.0 0.0 18.0 0.89
東京都品川区 高浜運河緑道公園 運河堤防 － － 7.6 3.5 0.8 11.9 0.29
東京都千代田区 大手町川端緑道 再開発 － － 6.7 4.1 0 10.8 0.38
東京都千代田区 大手町１丁目第３地区 公開空地 － － 8.2 4.0 0 12.2 0.33
東京都世田谷区 目黒川緑道 中小河川敷埋立地 2.0 3.0 5.0 5.0 0.0 10.0 0.50 流れ

東京都世田谷区 烏山川緑道 中小河川敷埋立地 － － 3.4 3.0 2.0 8.4 0.36 流れ

東京都杉並区 桃園川緑道 中小河川敷埋立地 － － 2.0 0.0 0 2.0 0.00
東京都西東京市 境・狭山緑道 水道管敷地 3.0 2.5 5.5 10.7 0 16.2 0.66
東京都江東区 大島緑道公園 旧鉄道敷 1.5 1.5 3.0 4.0 0.0 7.0 0.57
東京都府中市 下河原緑道 旧鉄道敷 2.2 1.7 3.9 3.4 0.2 7.5 0.45
北海道帯広市 とてっぽ緑道 旧鉄道敷 3.0 2.2 5.2 13.4 0 18.6 0.72
北海道帯広市 北栄グリーンロード 旧鉄道敷 3.0 3.3 6.3 23.1 0 29.4 0.79
北海道帯広市 光南緑道 旧鉄道敷 － － 1.9 20.5 0 22.4 0.92
北海道帯広市 ウツベツグリーンロード 中小河川敷埋立地 2.7 3.1 5.8 24.5 0 30.3 0.81
堺市堺区 土居川公園 環濠埋立地 － － 4.0 27.9 0 31.9 0.87 阪神高速道路沿い

堺市堺区 環濠周辺緑道 環濠堤防 － － 4.2 8.4 0 12.6 0.67
堺市堺区 大仙緑道 鉄塔下 － － 3.6 8.7 0 12.3 0.71
堺市南区 光明池緑道 ニュータウン整備 － － 4.0 27.0 0 31.0 0.87 新檜尾公園付近

コペンハーゲン Norrebro 旧鉄道敷 4.2 2.0 6.2 24.0 0 30.2 0.79
コペンハーゲン Norrebro 旧鉄道敷 3.0 2.2 5.2 5.5 0 10.7 0.51
ブリュッセル 路面電車44系統緑道（仮称） 道路中央分離帯 － － 3.0 7.1 0 10.1 0.70 路面電車沿い

平均値等 4.6 11.6 0.1 16.4 0.71

緑地帯
割合

表1.　緑道の幅員構成

所在地 緑道名等 敷地

幅員(m)

備考通行帯
緑地帯

縁石等そ
の他
総幅員



させる必要がある。 
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